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大田原市地酒の普及の促進に関する条例 

前文 

大田原市は、那須五峰からの豊かな伏流水に恵まれた栃木県内有数の日本酒の産地であ

り、また、市内で生産される日本酒（以下この条例において「大田原の地酒」という。）

は、地域の伝統的な食文化に不可欠の魅力と役割を発揮しているところである。 

そこで、地酒の魅力を市民が身をもって押し広め、活力あふれる大田原市のまちづくり

の推進に寄与することをめざし、本条例を制定するものである。 

（目的） 

第１条 この条例は、大田原の地酒による乾杯の習慣を広めることにより、経済の振興及

び郷土愛の醸成並びに地産地消を図り、もって大田原の地酒の普及を通した地域の伝統

的文化への理解の促進に寄与することを目的とする。 

（市の役割） 

第２条 市は、大田原の地酒による乾杯とその普及の促進に積極的に取り組むよう努める

ものとする。 

（事業者の役割） 

第３条 大田原の地酒の生産に関する事業を行う者は、大田原の地酒による乾杯とその普

及を促進するために主体的に取り組むとともに、市及び他の事業者と相互に協力するよ

う努めるものとする。 

（市民の協力） 

第４条 市民は、市及び事業者が行う大田原の地酒による乾杯とその普及の促進に関する

取組みに協力するよう努めるものとする。 

（配慮） 

第５条 市、事業者及び市民は、この条例の実施に当たっては個人の嗜好及び意思を尊重

するよう配慮するものとする。 

附 則 

この条例は、平成２６年１月１日から施行する。 


